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誕生・北広島町誕生・北広島町
平成１７年２月１日、

広島県山県郡東部に、

自然と文化が息づく、

北広島町が生まれた。



きたひろしま 2005. ３　　2

№ 001　Mar. 200533
CONTENTS　　　　目次

山県東部４町が合併し、北広島町が誕生。

旧千代田町役場が北広島町役場本庁とな

り、２月１日に開庁式が行われた。

【表紙】　北広島町役場開庁式

町長職務執行者あいさつ　４

開庁式　５

支所開庁式　６

きたひろしまマップ　７

職員配置表　８

町長・町議会議員選挙　12

くらしの便利帳　13

ホームページ　13

広報きたひろしま　13

まちの話題　14

くらしの情報　16

高原からの花便り　18

特集　誕生・北広島町　２

きたひろしま広報

きたひろしま 2005. ３　　2

　

２
月
１
日
、
芸
北
町
、
大
朝
町
、
千
代

田
町
、
豊
平
町
の
４
町
が
合
併
し
、
北
広

島
町
は
誕
生
し
ま
し
た
。

　

個
性
的
な
色
を
持
っ
て
い
た
山
県
東
部

４
町
。
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
包
み
込
む
よ
う

に
積
も
っ
た
真
っ
白
な
雪
。
新
町
誕
生
と

い
う
、
新
た
な
「
北
広
島
町
」
色
を
作
っ

て
い
く
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
光
景
の
中
、

北
広
島
町
開
庁
式
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
口
２
１
，
５
９
６
人
、
世
帯
数
８
，

１
９
１
世
帯
（
１
月
末
現
在
）、
面
積

６
４
５
・
８
６
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ま
ち
が

始
動
し
ま
す
。
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平
成
17
年
２
月
１
日
北
広
島
町
の
発
足

を
２
１
，
５
９
６
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
生
北
広
島
町
の
ね
ら
い
は
、
今
日
の

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
状
況
、
す
な
わ
ち

地
方
分
権
の
推
進
や
、
生
活
圏
の
拡
大
、

少
子
高
齢
化
、
多
様
化
、
高
度
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
、
国
・
地
方
を
通
じ
た
厳
し

い
財
政
状
況
と
い
っ
た
社
会
的
な
大
き
な

潮
流
か
ら
町
合
併
の
必
要
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
と
重
な
り

合
う
中
で
広
域
行
政
の
蓄
積
や
今
後
の
展

開
、
施
策
の
共
有
、
立
地
性
や
資
源
の
活

用
な
ど
に
関
わ
る
山
県
東
部
４
町
の
固
有

性
か
ら
見
た
合
併
の
必
要
性
も
指
摘
で
き

る
こ
と
か
ら
、
旧
４
町
（
芸
北
町
、
大
朝

町
、
千
代
田
町
、
豊
平
町
）
合
併
に
よ
っ

て
、
一
定
の
組
織
規
模
や
財
政
規
模
を
確

保
し
、
行
財
政
の
基
盤
強
化
と
効
率
化
・

組
織
化
や
、
人
材
の
高
度
化
・
専
門
化
に

取
り
組
み
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
こ

れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
行
っ
て
き
た

先
導
的
な
施
策
の
共
有
・
発
展
や
地
域
資

源
の
広
域
的
な
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一

層
進
め
て
い
く
条
件
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
い
う
大
き
な
目
標
に
む
け
て

大
同
団
結
、
合
併
合
議
が
ま
と
ま
り
、
め

で
た
く
北
広
島
町
の
誕
生
を
み
ま
し
た
こ

と
は
ま
こ
と
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
新

町
発
足
に
至
る
ま
で
山
県
東
部
旧
４
町
合

併
に
む
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
苦
労
に
対
し
、
衷

心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
町
合

併
に
む
け
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
町
民
の
皆
様
に
、
あ
ら
た
め

安心して心豊かに
生活ができる北広島町をめざして

て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
北
広

島
町
の
将
来
像
は
、
山
県
東
部
新
町
建
設

計
画
に
あ
る
と
お
り
「
現
流
域
の
自
然
と

田
園
文
化
が
息
づ
く
、
や
ま
な
み
中
央
タ

ウ
ン
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
将
来
像
実
現

の
た
め
の
基
本
テ
ー
マ
は
、「
参
加
と
交

流
に
よ
る
多
彩
な
暮
ら
し
の
豊
か
さ
づ
く

り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
新
町

を
建
設
し
て
い
く
た
め
に
は
、
合
併
計
画

に
組
み
込
ん
で
い
る
今
後
10
か
年
要
望
事

業
総
額
約
３
２
３
億
２
千
８
百
万
円
の
実

施
計
画
を
早
急
に
樹
立
し
て
、
施
策
の
意

義
や
効
果
、
さ
ら
に
施
策
相
互
の
関
連
を

検
討
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
、「
住

民
に
身
近
な
行
政
は
住
民
に
身
近
な
町

で
」
と
い
う
地
方
分
権
に
対
応
し
た
主
体

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
変
重
要
で
す
。
今
こ
そ
や
さ
し
さ
、
温

か
み
の
あ
る
行
政
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
説
明
責
任
を
果
た
し
、
情
報
を
共
有

し
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
着
実
に
進
め
、
誰
も
が
安
心
し

て
心
豊
か
に
生
活
が
で
き
る
北
広
島
町
に

飛
躍
発
展
を
め
ざ
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
新
体
制
の
も
と
、
全

職
員
が
合
併
の
大
き
な
ね
ら
い
で
あ
る
町

の
体
制
強
化
と
行
政
の
効
率
化
に
あ
る
こ

と
を
深
く
認
識
し
、
同
時
に
自
ら
の
職
務

能
力
や
専
門
性
の
向
上
に
懸
命
に
努
力
す

る
と
共
に
、
国
・
県
か
ら
の
権
限
委
譲
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど

う
ぞ
北
広
島
町
の
行
政
運
営
が
円
滑
に
推

進
で
き
ま
す
よ
う
皆
様
の
こ
の
上
と
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
同

時
に
町
民
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
新

町
発
足
に
当
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。

北広島町長職務執行者

辰崎　春男
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北
広
島
町
が
誕
生
し
た
２
月
１
日
午
前

８
時
、
北
広
島
町
と
し
て
最
初
の
行
事
で

あ
る
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

降
り
し
き
る
雪
の
中
、
町
長
職
務
執
行

者
と
、
元
町
長
の
３
名
、
宮
本
新
八
県
議

会
議
員
、
亀
頭
睦
訓
芸
北
地
域
事
務
所
長

に
よ
る
庁
舎
正
面
玄
関
上
の
銘
板
の
除

幕
、続
い
て
町
役
場
入
口
の
テ
ー
プ
前
に
、

旧
町
議
長
４
名
、
町
長
職
務
執
行
者
と
宮

本
県
議
会
議
員
、
亀
頭
芸
北
地
域
事
務
所

長
が
横
一
列
に
並
び
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
辰
崎
町
長
職
務
執
行
者
は
、

「
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
ま
ち
づ
く

り
を
着
実
に
進
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
、

心
豊
か
に
生
活
で
き
る
北
広
島
町
を
め
ざ

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
時
刻
に
は
、
各
支
所
、
消
防
本
部
で

も
そ
れ
そ
れ
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

千
代
田
町
閉
町
式
が
、１
月
29
日
（
土
）

千
代
田
町
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
厳
か
な
雰

囲
気
の
中
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

千代田にある消防本部では、玄関にある
消防署銘板が除幕された。

開庁式終了後、元町長から町長職務執行者へ
事務引き継ぎが行われた。

こ
の
日
に
決
ま
っ
た
事

選
挙
管
理
委
員
長
が
決
定

　

北
広
島
町
選
挙
管
理
委
員
長
に
前
田
三

夫
さ
ん
（
豊
平
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

北
広
島
町
消
防
団
団
長
が
決
定

　

北
広
島
町
消
防
団
の
初
代
団
長
に
榎
三

千
男
さ
ん
（
千
代
田
）
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

北
広
島
町
教
育
委
員
会

教
育
長
が
決
定

や
ま
な
み
中
央
タ
ウ
ン
誕
生

北
広
島
町
開
庁
式

　

北
広
島
町

教
育
委
員
会

教
育
長
に
水

野
尚
志
さ
ん

（
芸
北
）
が

就
任
さ
れ
ま

し
た
。
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さらなる地域発展に向けて ３支所も始動

　北広島町役場開庁式と時を同じくして、芸北支所、大朝支

所、豊平支所でも開庁式が行われました。各地区でもっとも

身近な行政機関として、決意も新たに業務を開始しました。

芸 北 支 所

豊かな自然とともに

　

芸
北
支
所
の
開
庁
式
は
、
午
前
８
時
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
山
田
清
司
支
所
長
に
よ

る
町
長
職
務
執
行
者
の
あ
い
さ
つ
代
読
に

続
い
て
、
庁
舎
玄
関
の
銘
板
の
除
幕
を
行

い
ま
し
た
。

　

芸
北
地
区
は
、
日
本
最
南
端
の
ス
キ
ー

地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
併
後

も
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

芸北町の閉町式では、小学生から高校生ま
での86人が「芸北の空」を合唱（１月23日）

大 朝 支 所

環境をキーワードに

　

大
朝
支
所
の
開
庁
式
で
は
、
午
前
８

時
に
職
員
が
見
つ
め
る
中
、
中
屋
原
薫
支

所
長
ら
が
庁
舎
銘
板
の
除
幕
を
行
い
ま
し

た
。

　

大
朝
地
区
は
、
菜
の
花
を
活
用
し
た
環

境
保
全
活
動
で
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
後
も
「
環
境
、農
業
、交
流
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、都
市
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

大朝町閉町式での大朝保育所によ
る銭太鼓（１月23日）

豊 平 支 所

そばの里発展めざす

　

豊
平
支
所
の
開
庁
式
で
は
、
午
前
８
時

に
職
員
27
人
が
正
面
玄
関
に
集
結
。
林
実

喜
雄
支
所
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
支
所
庁

舎
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

　

豊
平
地
区
は
、
そ
ば
の
里
、
ど
ん
ぐ
り

村
、
花
壇
苗
、
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
屋
台
村

な
ど
に
よ
り
、
こ
こ
10
数
年
前
後
で
急
速

に
知
名
度
が
伸
び
ま
し
た
。
合
併
後
も
地

域
の
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

豊平町閉町式で降ろした町旗を広げる
前田達郎町長（左）と熊本議長（右）
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北
広
島
町
の
発
足
に
よ
り
、
住
所
や

戸
籍
の
表
示
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し

た
。

①
町
名
を
「
北
広
島
町
」
に
変
更

　
　

例　

旧　

広
島
県
山
県
郡
大
朝
町

　
　
　
　

新　

広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町

②
「
大
字
」
を
削
除

　
　

例　

旧　

千
代
田
町
大
字
有
田

　
　
　
　

新　

北
広
島
町
有
田

③
「
字
」
を
削
除

　
　

例　

旧　

芸
北
町
字
川
小
田

　
　
　
　

新　

北
広
島
町
川
小
田

④
番
地
表
示
の
「
の
」
を
削
除

　
　

例　

旧　

１
０
８
８
番
地
の
１

　
　
　
　

新　

１
０
８
８
番
地
１

住
所
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た

7　　きたひろしま 2005. ３

▲カキツバタ ▲大朝のテングシデ群落 ▲道の駅　豊平どんぐり村

▲古保利薬師（本尊薬師如来座像）
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企

画

課

総

務

課

北
広
島
町
職
員
配
置
表

（ 

平
成
17
年
２
月
１
日
現
在 

）

■
本　

庁　
　

山
県
郡
北
広
島
町
有
田
１
２
３
４    

℡ 

０
８
２
６　

－
　

７
２　

－
　

２
１
１
１

庁
舎
管
理
、
防
犯
、
消
防
防
災
、
行
政
無
線

条
例
規
則
、
文
書
管
理
、
選
挙
、
広
報
広
聴
、
行
政
区

予
算
編
成
、
経
理
、
入
札
・
契
約

人
事
、
給
与
、
職
員
研
修
、
委
員
会
役
員
任
免

新
町
建
設
計
画
、
長
期
総
合
計
画
、
広
域
行
政

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
集
会
所
管
理
、
国
際
交
流

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
電
算
組
織
、
統
計

町
有
財
産
管
理
、
普
通
財
産
処
分
、
公
用
廃
止
、
土
地
改
良
区

普
通
財
産
取
得
、
用
地
交
渉
、
財
産
評
価

国
土
調
査
、
土
地
台
帳
、
地
籍
管
理

税
務
証
明
、
町
県
民
税
、
国
保
税
、
軽
自
税
、
申
告

固
定
資
産
税
、
資
産
評
価
、
資
産
証
明

町
税
、
税
外
収
入
徴
収
、
納
税
証
明
、
滞
納
処
分

総
合
案
内
、
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
印
鑑
登
録

国
保
、
国
民
年
金
、
老
人
・
乳
幼
児
・
障
害
者
医
療

人
権
セ
ン
タ
ー

生
活
保
護
、
障
害
者
・
高
齢
者
・
児
童
福
祉

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
ケ
ア
会
議

介
護
保
険
、
要
介
護
認
定
、
介
護
認
定
審
査
会

保
育
所
入
所
、
保
育
料
、
保
育
施
設
、
子
育
て
支
援

養
護
老
人
ホ
ー
ム

老
人
保
健
、
予
防
接
種
、
健
康
増
進
、
医
療
体
制

環
境
基
本
計
画
、
公
害
防
止
、
環
境
保
全

不
法
投
棄
、
ご
み
、
墓
地
、
埋
火
葬
、
犬
、
公
衛
協

農
業
振
興
、
畜
産
業
振
興

林
業
振
興
、
水
産
業
振
興
、
保
安
林
、
鳥
獣

商
工
業
振
興
、
観
光
、
第
３
セ
ク
タ
ー

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田

道
路
・
河
川
管
理
、
公
共
土
木
、
土
木
災
害
復
旧
、
除
雪

都
市
計
画
、
建
築
基
準
法
、
景
観
対
策
、
公
営
住
宅

農
林
土
木
、
農
林
災
害
復
旧
、
農
林
道
管
理
、
治
山

隅
田　

好
則　

・　

洲
浜　

正
文　

・　

中
野　

真
弘　

・　

斎
藤　

栄
一

係　

長　
　

土
井　

亮
三

農
林
土
木
係

道
沖　

年
弘　

・　

吉
岡　

秀
樹

係　

長　
　

山
田　
　

学

都
市
政
策
係

川
手　

秀
則　

・　

高
下　

雅
史　

・　

迫
田　

弘
志　

・　

岡
崎　

真
也

係　

長　
　

岩
見　
　

学

土

木

係

火
薬
、
道
路
台
帳
、
建
設
機
械
、
建
設
資
材

熊
谷　

忠
明

係　

長　
　

中
原　
　

健

管

理

係

課
長　

山
本　

哲
男

主
幹　

正
木　

秀
喜

建

設

課

和
泉　

智
子

係　

長　
　

佐
々
木
直
彦

舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田

頼
政　

孝
治

係　

長　
　

田
村　

道
三

商
工
観
光
係

田
村　

智
行

課
長
補
佐　

岡
本　
　

守

林
業
振
興
係

藤
浦　

直
人　

・　

林　
　

秀
治　

・　

滝
野　
　

修　

・　

上
田　

俊
則　

・　

中
川　

克
也　

・　

五
反
田
希
奈
美

係　

長　
　

佐
渡　

宏
治

農
業
振
興
係

課
長　

近
本　

崇
治

主
幹　

細
本　
　

光

産

業

課

泉　
　

裕
樹

課
長
補
佐　

吉
川　

一
乗

衛

生

係

植
田　

伸
二

係　

長　
　

宮
本　

健
司

環

境

係

頼
政
ミ
ノ
リ　

・　

門
出　

暁
子　

・　

小
田　

千
里

係　

長　
　

上
新　

博
則

保

健

係

課
長　

高
橋　

鋼
次

主
幹　

平
田　

早
苗

保

健

課

藤
井
美
智
子　

・　

中
村
加
代
子　

・　

美
濃　

恭
子　

・　

藤
田　

秀
子　

・　

別
広
志
満
子

森
脇
千
恵
子　

・　

新
谷
美
枝
子　

・　

今
知　

智
子

事
務
長　
　

寺
川
千
鶴
子

園
長　

友
広　

慎
治

仁
愛
園

佐
田
り
つ
こ

課
長
補
佐　

今
子
ひ
と
み

保

育

係

池
田　

直
哉　

・　

国
吉　

朋
美　

・　

石
橋　

浩
治　

・　

木
村　

隆
之

係　

長　
　

石
坪　

隆
雄

介
護
保
険
係

沖
田　

浩
二

係　

長　
　

多
田　

誠
子

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
係

芥
川　

智
成　

・　

細
居　
　

治　

・　

林　
　

貴
子　

・　

道
川　

智
治

係　

長　
　

春
田　

法
昭

福

祉

係

課
長　

比
奈
田
恭
吾

主
幹　

白
砂　

俊
郎

福

祉

課

辰
川　

勝
則

所　

長　
　

藤
吉　

数
磨

西
村　
　

豊　

・　

中
川　

和
美　

・　

芥
川
か
な
え　

・　

笠
道
百
合
子

係　

長　
　

輪
田　

孔
俊

国
保
年
金
係

細
居　
　

操　

・　

土
井　

孝
行　

・　

佃　

千
賀
子　

・　

藤
田　

美
香

課
長
補
佐　

松
島　

月
美

住

民

係

課
長　

中
村　

正
明

主
幹　

室
坂　

時
子

町

民

課

山
本　

一
久　

・　

亀
寶　
　

真　

・　

溝
上　

正
義

係　

長　
　

坂
本　

伸
次

収

納

係

益
田　

智
幸　

・　

中
川　

俊
彦　

・　

山
縣　

宏
爾　

・　

原
田　

靖
久　

・　

大
畑　

紹
子　

・　

高
野
さ
や
か

係　

長　
　

沖
野　

昌
則

資

産

係

浅
香　

潤
観　

・　

宮
本　

真
里　

・　

堀
亀
志
津
江　

・　

大
本
賢
一
郎　

・　

服
部　

昌
英　

課
長
補
佐　

伊
藤　

敬
之

所

得

係

課
長　

原　
　

龍
三

主
幹　

新
田　

逸
男

税

務

課

竹
下　

秀
樹　

・　

五
反
田　

篤　

・　

門
出　

泰
典　

・　

池
松　
　

徹

係　

長　
　

渡
辺　

義
男

国
土
調
査
係

大
橋　

一
正

係　

長　
　

田
辺　

正
康

用

地

係

田
中　

正
基　

・　

堂
原　

千
春

係　

長　
　

西
村　

修
郎

管

財

係

課
長　

隅
中　

正
明

主
幹　

岡
本　
　

等

管

財

課

田
辺　

康
行　

・　

河
野　

勝
暁

係　

長　
　

成
瀬　

哲
彦

情
報
政
策
係

真
倉　

仁
司　

・　

越
間　

裕
貴

係　

長　
　

清
見　

宣
正

地
域
振
興
係

奥
田　

淳
治　

・　

橋
坂　

知
佐　

・　

梅
本　

孝
宏

係　

長　
　

細
部　

俊
彦

企

画

係

課
長　

壽
老
長
吉
郎

主
幹　

末
田
初
太
郎

畑
田　

正
法　

・　

西
岡　

直
美　
　

係　

長　
　

山
根　

秀
紀

人

事

係

国
吉　

孝
治　

・　

田
中　

淳
之　

・　

箕
牧　

聡
子　

・　

大
畑　

直
也

係　

長　
　

信
上　

英
昭

財

政

係

矢
部　

芳
彦　

・　

福
田　

透
江　

・　

越
岡
真
喜
子

係　

長　
　

新
枝　

和
範

行

政

係

榎　
　

正
治　

・　

開
本
美
由
紀　

・　

國
芳　
　

顕

課
長
補
佐　

森
脇　

誠
悟

総

務

係

課
長　

清
水　

孝
基

主
幹　

花
ノ
木
正
典

主
幹　

末
平　

顕
雄

人
権
セ
ン
タ
ー

人
権
啓
発
・
相
談
、
消
費
生
活
行
政
、
男
女
共
同
参
画

新
増　

栄
史

係　

長　
　

上
原　

隆
弘

人
権
対
策
係
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誕生・北広島町

下
水
道
事
業
、
下
水
道
使
用
料

農
業
集
落
排
水
事
業
、
集
落
排
水
使
用
料
、
浄
化
槽
補
助
金

水
道
事
業
、
給
水
装
置
、
水
道
使
用
料

し
尿
処
理
場

料
金
出
納
、
決
算
調
整
、
支
出
命
令
審
査

農
地
斡
旋
、
農
地
転
用
、
農
家
台
帳
、
農
業
者
年
金

議
会
事
務
、
議
会
広
報
、
議
員
福
利
厚
生
・
監
査
委
員
事
務

教
育
委
員
会
会
議
、
文
書
管
理
、
職
員
人
事

学
校
教
育
施
設
・
生
涯
学
習
施
設
管
理

教
育
職
員
研
修
、
学
校
教
育
指
導
、
就
学
・
入
学
等

学
校
給
食

社
会
教
育

体
育
ス
ポ
ー
ツ

文
化
財
、
芸
術
振
興

公
民
館

運
動
公
園

幼
稚
園

幼
稚
園

保　

育

保　

育

保　

育

保　

育

保　

育

保　

育

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

池
田　

慶
子

壬
生
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

發　
　

瑞
穂

八
重
東
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

迫
井　

一
深

千
代
田
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

佐
藤　

直
美

係　

長　
　

上
田　

早
苗

川
戸
保
育
所

所
長　

田
辺　

成
子

住
吉
美
寿
津　

・　

川
本
喜
美
代　

・　

吉
岡　

晶
子

係　

長　
　

住
田
千
代
花

南
方
保
育
所

所
長　

島
津
由
紀
子

奥
迫　

由
美　

・　

田
辺　

由
美　

・　

片
岡　

良
子　

・　

水
越
季
美
子　

・　

津
賀
山
有
紀　

・　

大
上　

理
恵

本
地
保
育
所

所
長　

古
川
富
士
子

千
代
田

石
川　

瑞
枝　

・　

佐
伯　

幸
恵

所
長
補
佐　

大
本　

留
美

新
庄
保
育
所

所
長　

岩
見　

仁
美

大

朝

上
田　

澄
子

美
雲
保
育
所

安
本　

美
和　

・　

橋
詰　

麻
美

つ
く
し
保
育
園

芸

北

片
桐　

裕
子

八
幡
幼
稚
園

佐
々
見
博
子　

・　

上
田　

和
永

芸
北
幼
稚
園

芸

北

係　

長　
　

浅
黄　

隆
文

千
代
田
運
動
公
園

渡
辺　

雪
美　

・　

藤
田　

一
秀

係　

長　
　

三
宅　

正
登

千
代
田
公
民
館

沢
元　

史
代　

・　

大
下　

裕
史　

・　

田
邉 

英
男
（
豊
平
分
室
勤
務
）

係　

長　
　

六
郷　
　

寛

文

化

係

三
宅　

和
美

係　

長　
　

古
川　

達
也

社
会
体
育
係

沖
中　

満
春

係　

長　
　

多
川　

信
之

社
会
教
育
係

課
長　

亀
田　

照
幸

生
涯
学
習
課

係　

長　
　

吉
崎　

文
子

学
校
給
食
係

道
川　

和
樹

係　

長　
　

佐
々
木
昭
典

学
校
教
育
係

課
長　

稲
垣　

和
成

学
校
教
育
課

係　

長　
　

五
反
田　

孝

施
設
管
理
係

藤
井　

泰
子

課
長
補
佐　

友
田　

伸
江

総

務

係

課
長　

清
水　

勇
二

教
育
総
務
課

田
辺　

五
月

係　

長　
　

畑
田　

朱
美

総

務

係

局
長　

石
原　

正
行

議
会
事
務
局

齋
藤　

兼
治

局
長
補
佐　

高
木　

光
志

農

地

係

農
業
委
員
会
事
務
局

槙
本　

妙
子　

・　

和
泉　

正
明

室
長
補
佐　

加
藤　

一
三

出

納

係

室
長　

向
井
ト
ヨ
コ

出

納

室

平
田　

俊
文　

・　

大
塚　

和
典

場
長　

松
浦　
　

誠

緑
清
苑

寺
川　

浩
郎　

・　

是
角　

健
二　

・　

表
崎　

崇
樹

係　

長　
　

向
井　

隆
志

水

道

係

片
岡　

英
昭　

・　

竹
下　

靖
彦

係　

長　
　

清
水　

繁
昭

集
落
排
水
係

新
谷　

明
彦　

・　

田
津　

正
敏

係　

長　
　

砂
田　

寿
紀

下

水

道

係

課
長　

田
坂　

政
博

主
幹　

黒
井　

信
壮

上
下
水
道
課

■
農
業
委
員
会

■
議　

会

■
教
育
委
員
会

■
幼
稚
園

■
保
育
所
等



きたひろしま 2005. ３　　10

■
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
衛
生

保
健
衛
生

保
健
衛
生
、
歯
科
保
健

内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
、
眼
科
、
放
射
線
、
臨
床
検
査
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

外
来
、
入
院
、
訪
問

薬　

剤

出
納
、
財
務
、
給
与
、
営
繕
、
栄
養
、
給
食

医　

事

診
療
所

診
療
所

歯
科
診
療
所

診
療
所

所
長
補
佐　

林　

久
美
子

原
診
療
所

豊

平

松
浦
登
美
子　

・　

酒
井　

裕
子

所　

長　
　

木
村
菜
穂
子

芸
北
歯
科
診
療
所

原
田　

典
子

八
幡
診
療
所

今
田　

昌
子　

・　

市
川
ト
モ
子　

・　

田
村　

紀
子　

・　

西
田　

智
絵　

・　

薮
谷
真
由
美　

・　

中
村　

裕
子　

・　

近
藤　

玉
江　

・　

岡
本　

正
恵

所　

長　
　

吉
見　

昭
宏

雄
鹿
原
診
療
所

芸

北

佐
々
木
靖
志

係　

長　
　

藤
井　
　

弘

医

事

係

山
崎
都
志
子

事
務
長
補
佐　

升
森
千
恵
子

庶

務

係

事
務
局

薬　
　

剤　
　

長　
　
　
　
　
　

野
川　

秀
人

薬

局

山
本　

明
子　

・　

岩
見　

兼
子　

・　

池
田
喜
和
子　

・　

山
本　

隆
子　

・　

宮
崎　

瑞
穂　

・　

瀧
下　
　

満　

・　

石
部
恵
美
子

上
田　

晃
平　

・　

榎　
　

多
代　

・　

岩
田
ま
き
子　

・　

山
根　

富
子　

・　

山
根
美
佐
枝　

・　

織
田　

初
子　

・　

谷
口
富
美
恵

松
川　

照
江　

・　

岡　
　

弘
子　

・　

山
神　

照
子　

・　

信
本　

恭
子　

・　

小
蔦　

和
子　

・　

下
岡　

春
子　

・　

立
川　

敬
子

看　

護　

師　

長　
　
　
　
　
　

東　
　

律
子

看
護
科

古
賀　

堅
太　

・　

芳
田　

英
俊

川
手
砂
和
子　

・　

菅
原　
　

勝

保
田　

和
彦　

・　

常
川　

幸
生　

・　

岡
本　

亜
紀　

・　

中
薮
千
代
美

小
林　

聖
美

病　
　

院　
　

長　
　
　
　
　
　

山
縣　

司
政

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長　

浜
本　

貞
徳

外　

科　

医　

長　
　
　
　
　
　

高
山　

孝
弘

内　

科　

医　

長　
　
　
　
　
　

桂
田　

英
知

診
療
科

野
川　

裕
子　

・　

竹
下
美
樹
子　

・　

迫
田
智
恵
子

係　

長　
　

堀
田　

智
子

豊
平
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

次
長　

吉
田　

修
三

福
田
さ
ち
え　

・　

森
川　

恭
子　

・　

聖
尻　
　

綾

係　

長　
　

二
井
川
明
美

大
朝
保
健
セ
ン
タ
ー

宮
本
す
ま
子　

・　

奥
田
百
合
絵　

・　

水
野　

雅
美

次
長
補
佐　

高
野
ち
さ
子

次
長　

浄
謙　

彰
文

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

事
務
長　
　

中　
　

英
雄

■
豊
平
病
院　
　

山
県
郡
北
広
島
町
阿
坂
４
７
０
５　

 

℡
０
８
２
６　

－
　

８
４　

－
　

１
１
５
５

■
診
療
所

所　

長　
　

東
條　

環
樹

近
藤　

利
夫　

・　

今
﨑　

和
男

隊　

長　
　

立
川　
　

貢

所　

長　
　

石
井　

雅
宏

豊

平

出

張

所

係　

長　
　

牧
原　

早
人

係　

長　
　

大
坪　
　

司

救

急

係

大
迫　

雅
彦　

・　

福
田　

雄
宏

係　

長　
　

社　
　

武
次

係　

長　
　

原
嵜　
　

昇

警

防

係

課　

長　
　

一
部　
　

誠

警

防

課

芳
邦　

光
也　

・　

隅
田　

雅
之　

・　

下
西　

幸
典

係　

長　
　

引
地　

博
文

予

防

係

課　

長　
　

宮
内　
　

憲

予

防

課

土
井　
　

隆　

・　

松
本　

浩
二　

・　

藤
井　

文
典　

・　

藤
吉　

康
弘　

・　

箕
牧　

功
治　

・　

渡
草　

孝
夫

係　

長　
　

立
川　
　

学

総

務

係

課　

長　
　

田
辺　

弘
司

総

務

課

野
上　

正
宏　

・　

山
田　
　

徹　

・　

沖　
　

保
夫　

・　

吉
田　

伸
也　

・　

大
下　

正
利　

・　

友
田　

秀
治

消
防
長
兼
所
長　
　

若
本　

啓
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
本
部
兼
本
署

■
消
防
本
部　
　

山
県
郡
北
広
島
町
春
木
５
１
６　

 

℡
０
８
２
６　

－
　

７
２　

－
　

０
１
１
９

隊　

長　
　

森
藤　

一
樹

所　

長　
　

今
知　

克
典

大

朝

出

張

所

副
所
長
兼
隊
長　
　

加
藤　

孝
士

副
所
長
兼
隊
長　
　

宗
下　

雅
弘

花
木　

敏
彦　

・　

山
下　
　

稔　

・　

渡
辺　
　

肇

齋
藤　

幸
男　

・　

西
原　

敏
幸　

・　

岡
本　

和
馬

東　
　

正
治　

・　

笠
道　

宏
和　

・　

植
木　
　

亨　

・　

大
本　

恵
里　

・　

大
下　

貴
正
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誕生・北広島町

支
所
業
務
統
括

庶
務
、
防
犯
、
防
災
、
無
線
、
文
書
、
選
挙
、
電
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
集
会
所
、
情
報
化
、
統
計

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
国
保
、
年
金
、
医
療
、
人
権

福
祉
、
児
童
、
介
護
保
険
、
保
育
、
ご
み
、
埋
火
葬
、
犬

管
財
、
国
調
、
地
籍
管
理
、
火
薬
、
除
雪
、
建
設
機
械

産
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
保
安
林
、
鳥
獣
、
観
光

道
路
・
河
川
、
災
害
復
旧
、
建
築
基
準
法
、
公
営
住
宅

下
水
道
、
浄
化
槽
、
集
落
排
水
、
給
水
装
置
、
簡
易
水
道

教
育
分
室
事
務
、
文
化
施
設

運
動
公
園

文
化
施
設

白
川　

勝
信

芸
北　

高
原
の
自
然
館

田
中　

大
作

芸
北
運
動
公
園

近
藤　

貞
治

分
室
長　
　

河
野　

千
文

芸
北
文
化
ホ
ー
ル

教
育
委
員
会
芸
北
分
室

藤
澤　

定
由

係　

長　
　

足
利　

英
彰

上
下
水
道
係

後
藤　

洋
治

係　

長　
　

酒
井　

忠
典

建

設

係

宮
地　

弥
樹　

・　

道
沖
み
ど
り　

・　

村
竹　

明
治　

・　

岡
本
恵
美
子　

・　

中
祖　

和
史　

・　

藤
堂　
　

崇

課
長
補
佐　

小
笠
原　

登

産
業
振
興
係

山
田　
　

歩

係　

長　
　

萬
田　

晃
成

管

理

係

課　

長　

岡
田　

新
作

産
業
建
設
課

淀
渕　

朱
美　

・　

槙
原
ナ
ギ
サ

係　

長　
　

田
中　

真
次

福
祉
衛
生
係

下
杉　

昌
樹　

・　

岡
本　

美
枝　

・　

花
屋　

澄
子

課
長
補
佐　

谷
本　

美
惠

住

民

係

課　

長　

槙
原　

啓
介

町
民
生
活
課

伊
藤　
　

正

係　

長　
　

佐
々
木
新
十

自
治
振
興
係

係　

長　
　

齋
藤　

敏
広

総

務

係

課　

長　

南
屋　

幸
盛

自
治
振
興
課

支
所
長　

山
田　

清
司

芸

北

支

所

■
芸
北
支
所　
　

山
県
郡
北
広
島
町
川
小
田
７
５　

  

℡
０
８
２
６　

－
　

３
５　

－
　

０
１
１
１

■
大
朝
支
所　
　

山
県
郡
北
広
島
町
大
朝
２
４
９
３　

  

℡
０
８
２
６　

－
　

８
２　

－
　

２
２
１
１

庶
務
、
防
犯
、
防
災
、
無
線
、
文
書
、
選
挙
、
電
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
集
会
所
、
情
報
化
、
統
計

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
国
保
、
年
金
、
医
療
、
人
権

福
祉
、
児
童
、
介
護
保
険
、
保
育
、
ご
み
、
埋
火
葬
、
犬

管
財
、
国
調
、
地
籍
管
理
、
火
薬
、
除
雪
、
建
設
機
械

産
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
保
安
林
、
鳥
獣
、
観
光

道
路
・
河
川
、
災
害
復
旧
、
建
築
基
準
法
、
公
営
住
宅

下
水
道
、
浄
化
槽
、
集
落
排
水
、
給
水
装
置
、
簡
易
水
道

栗
栖　

中
正

係　

長　
　

石
川　
　

斎

上
下
水
道
係

小
椿　

美
紀

係　

長　
　

松
田　

順
正

建

設

係

槙
野　

一
也　

・　

島
田　

英
樹　

・　

大
内　

哲
治

係　

長　
　

斉
藤　

幸
司

産
業
振
興
係

山
本　
　

哲　

・　

小
椿　

治
之　

・　

石
川　
　

尚　

・　

久
次　

恭
子

係　

長　
　

佐
伯　

孝
之

管

理

係

課　

長　

岩
見　

和
義

産
業
建
設
課

植
田　

優
香　

・　

大
内
由
美
子

係　

長　
　

清
水　

孝
幸

福
祉
衛
生
係

新
田　

洋
子　

・　

洲
浜　

瑞
恵　

・　

大
野　

裕
紀

課
長
補
佐　

大
下　

民
子

住

民

係

課　

長　

若
狭　

吉
明

町
民
生
活
課

沼
田　

真
路

課
長
補
佐　

平
田　

義
孝

自
治
振
興
係

課
長
補
佐　

石
橋　

義
行

総

務

係

課　

長　

前
川　
　

実

自
治
振
興
課

支
所
業
務
統
括

教
育
分
室
事
務
、
文
化
・
体
育
施
設

図
書
館

藤
井　

尚
志　

・　

出
廣　

美
穂

北
広
島
町
図
書
館

三
宅　

克
江　

・　

大
成
純
一
郎

分
室
長　
　

白
砂　

妙
子

教
育
委
員
会
大
朝
分
室

支
所
長　

中
屋
原　

薫

大

朝

支

所

庶
務
、
防
犯
、
防
災
、
無
線
、
文
書
、
選
挙
、
電
算

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
集
会
所
、
情
報
化
、
統
計

戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
国
保
、
年
金
、
医
療
、
人
権

福
祉
、
児
童
、
介
護
保
険
、
保
育
、
ご
み
、
埋
火
葬
、
犬

管
財
、
国
調
、
地
籍
管
理
、
火
薬
、
除
雪
、
建
設
機
械

産
業
振
興
、
土
地
改
良
区
、
保
安
林
、
鳥
獣
、
観
光

道
路
・
河
川
、
災
害
復
旧
、
建
築
基
準
法
、
公
営
住
宅

下
水
道
、
浄
化
槽
、
集
落
排
水
、
給
水
装
置
、
簡
易
水
道

佐
々
木　

靖

課
長
補
佐　

石
津　

正
孝

上
下
水
道
係

石
川　

一
義

課
長
補
佐　

竹
内　

博
行

建

設

係

落
合　

幸
治　

・　

小
川
友
里
江　

・　

山
本　

剛
志

係　

長　
　

多
川　

孝
之

産
業
振
興
係

竹
山　

賢
治　

・　

多
川　

三
友　

・　

松
若　

孝
亮

係　

長　
　

斎
藤　

茂
樹

管

理

係

課　

長　

道
川　

徳
男

産
業
建
設
課

細
川　

敏
樹　

・　

上
田
久
美
子

課
長
補
佐　

高
松　

洋
子

福
祉
衛
生
係

藤
川　

弘
治　

・　

竹
本　

美
恵　

・　

行
井　

秀
二

係　

長　
　

金
沢　

和
洋

住

民

係

課　

長　

藤
本　

達
実

町
民
生
活
課

竹
下　

直
紀

係　

長　
　

境　
　

初
喜

自
治
振
興
係

原
田　

雄
二

係　

長　
　

藤
川　

秋
江

総

務

係

課　

長　

平
田　

敏
春

自
治
振
興
課

支
所
業
務
統
括

支
所
長　

林　

実
喜
雄

豊

平

支

所

教
育
分
室
事
務
、
文
化
施
設

運
動
公
園

関
口　

昌
和

豊
平
総
合
運
動
公
園

森　
　

孝
行

分
室
長　
　

角
田　

正
明

豊
平
中
央
公
民
館

教
育
委
員
会
豊
平
分
室

■
豊
平
支
所　
　

山
県
郡
北
広
島
町
戸
谷
１
０
８
８ - 

１　

 

℡
０
８
２
６　

－
　

８
３　

－
　

１
１
２
２
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北
広
島
町

投
票
日　

３
月
13
日
（
日
）

町
長
選
挙
／
議
会
議
員
一
般
選
挙

　北広島町の方向を決める大切な選挙が

行われます。町長選挙、議会議員一般選

挙は、告示が３月８日、投票日が３月13日。

みなさんそろって投票しましょう。

こ
の
選
挙
の
有
権
者

　

こ
の
選
挙
の
有
権
者
は
、
満
20

歳
以
上
（
昭
和
60
年
３
月
14
日
以

前
の
生
ま
れ
）
で
、
合
併
前
か
ら

継
続
し
て
３
か
月
以
上
北
広
島
町

に
居
住
し
、
投
票
日
ま
で
転
出
し

て
い
な
い
人
（
具
体
的
に
は
平
成

16
年
12
月
７
日
か
ら
、旧
芸
北
町
、

旧
大
朝
町
、
旧
千
代
田
町
、
旧

豊
平
町
の
い
ず
れ
か
に
住
所
が
あ

り
、
平
成
17
年
３
月
13
日
ま
で
転

出
し
て
い
な
い
人
）
で
す
。

投
票
所
入
場
券
郵
送

　

投
票
所
入
場
券
は
、
告
示
後

に
郵
便
は
が
き
で
自
宅
へ
届
き
ま

す
。
投
票
す
る
と
き
に
持
参
し
、

受
付
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
入
場
券
を
な
く
し
た
場
合

で
も
投
票
所
の
受
付
へ
申
し
出
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
と
投
票
時
間

　

投
票
は
、
町
内
47
か
所
の
投
票

所
で
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
行
わ
れ
ま
す
（
一
部
で
、
投

票
時
間
を
繰
り
上
げ
て
い
る
投
票

所
も
あ
り
ま
す
）。
投
票
所
は
、
従

来
の
場
所
と
ほ
ぼ
変
更
あ
り
ま
せ

ん
が
、
合
併
に
よ
っ
て
建
物
の
名

称
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
入
場
券
は
が
き
に
書
か
れ

て
い
る
投
票
所
を
確
認
し
、
間
違

え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

同
日
に
２
つ
の
選
挙

　

同
日
に
２
つ
の
選
挙
が
あ
る
た

め
、投
票
用
紙
が
２
枚
あ
り
ま
す
。

町
長
選
挙
用
と
議
員
選
挙
用
と
の

投
票
用
紙
に
そ
れ
ぞ
れ
間
違
い
な

い
よ
う
に
記
入
し
、
投
票
箱
へ
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
長
選
挙
の
投
票
方
法
は
、
今
回

か
ら
記
号
式
投
票
と
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
利
用

　

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
は
、
３
月
９
日
か
ら
３

月
12
日
ま
で
で
、
時
間
は
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で

す
。
受
付
場
所
は
、
旧
千
代
田
町

居
住
者
が
役
場
本
庁
、
旧
芸
北
町
、

旧
大
朝
町
、
旧
豊
平
町
の
居
住
者

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
所
で
す
。

※ 

受
付
場
所
は
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
投
票
も

　

歩
行
困
難
な
ど
で
投
票
所
に
行
く

こ
と
が
難
し
い
人
は
、
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
利
用
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
該
当
者
は
、

自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
北
広
島
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
後
は
即
日
開
票

　

投
票
終
了
後
は
、
広
島
千
代

田
農
協
本
所
へ
投
票
箱
が
集
め
ら

れ
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
す
。
開
票

事
務
は
、
町
長
選
挙
、
議
会
議
員

選
挙
の
順
に
行
わ
れ
、
結
果
は
す

み
や
か
に
町
内
放
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

選挙についての問い合せ

北広島町選挙管理委員会
℡0826-72-2111

立候補予定者説明会
　日 時　平成17年２月22日（火）

　 　（町 　 長 　 選 　 挙：午前９時30分～）
　 　（町議会議員一般選挙：午後１時30分～）
　会 場　役場２階会議室



13　　きたひろしま 2005. ３

誕生・北広島町

必見！必見！これであなたも

北広島な人

　必見！これであなたも「きたひろしまな

ひと」。

　４町が合併して誕生した「北広島町」。

中国地方１の広さを誇るこのまちは、知れ

ば知るほど楽しい「宝のまち」。下の３つを

手がかりに、宝探しに出かけてみませんか？

　暮らしの中の「こんなとき、どうすればいいの…？」

にお答えする一冊です。

　目次には、項目ごとに主な記載内容が書いてあり、効

率よく情報を探せます。

　赤ちゃんが生まれたときなど、「こんなとき」は「な

にを、どこへ」手続きすればいいかをまとめたページも

ありますので、ご利用ください。

　お休みの日には、町内観光に出かけてみてはどうで

しょう？便利帳の巻末に、町内の主な幹線道、施設など

が入った「北広島町散策マップ」がついています。町内

８か所にある温泉めぐり、安芸吉川氏の史跡めぐりなど、

あなただけの楽しみ方を見つけてみてください。

北広島町くらしの便利帳

　２月１日から開設された北広島町の公式ホーム

ページです。町内のできごとやお知らせなどを掲

載し、町内外へ情報を発信します。

HPアドレス　http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

北広島町ホームページ

　毎月第３金曜日に、町内のできごとやお知らせ

をお届けします。できるだけ多くの情報を掲載し

たいと思っていますので、各地域のイベント情報

など教えていただけると助かります。

広報きたひろしま
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アニメのキャラクターや、新町への夢を絵にしたたこが並ぶ

駆けつけた消防車からの放水

北
広
島
の
空
に
夢
届
け

豊
平
児
童
た
こ
あ
げ
大
会

　

豊
平
の
児
童
た
ち
が
作
っ
た

数
々
の
た
こ
が
、
北
広
島
町
へ
夢

を
の
せ
て
冬
空
高
く
舞
い
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
に
あ
っ
た
、
豊
平
町

子
ど
も
会
連
合
会
主
催
の
手
作
り

た
こ
あ
げ
大
会
。
町
内
小
学
生
と

保
護
者
た
ち
の
約
１
０
０
人
が
、

道
の
駅
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
に
集
ま

り
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
一
人
ず

つ
、
四
角
形
や
六
角
形
な
ど
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
た
こ
作
り
に
挑

戦
。
紙
に
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
で
好
み

の
絵
を
描
き
、
保
護
者
た
ち
が
準

備
し
た
骨
組
み
用
の
竹
に
は
っ
て

い
き
ま
す
。
最
後
に
糸
を
取
り
つ

け
て
完
成
。
た
こ
作
り
が
初
め
て

の
児
童
も
多
い
中
、
長
笹
の
竹
細

工
名
人
、
上
東
博
さ
ん
の
指
導
で
、

上
級
向
け
の
や
っ
こ
だ
こ
に
挑
戦

す
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

完
成
後
さ
っ
そ
く
、
子
ど
も
た

ち
は
た
こ
あ
げ
に
挑
戦
。
時
折
強

く
吹
く
北
風
に
乗
り
、
高
く
舞
い

上
が
る
た
こ
が
目
立
ち
ま
し
た
。

観
光
客
と
史
跡
を
守
れ

万
徳
院
公
園
で
防
火
訓
練

　

千
代
田
の
舞
綱
に
あ
る
万
徳
院

跡
歴
史
公
園
で
、
防
火
訓
練
が
あ

り
、
観
光
客
と
史
跡
を
守
る
た
め

の
機
敏
な
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

訓
練
が
あ
っ
た
の
は
、
文
化
財

防
火
デ
ー
に
あ
た
る
１
月
26
日
。

消
防
署
職
員
に
地
域
住
民
も
加
わ

り
、実
施
さ
れ
ま
し
た
。
想
定
は
、

園
内
の
風ふ

ろ呂
館
か
ら
の
出
火
。
蒸

気
浴
を
楽
し
む
観
光
客
の
避
難
誘

導
、
消
防
署
へ
の
通
報
、
消
火
器

で
の
初
期
消
火
な
ど
、
参
加
者
た

ち
は
寒
さ
に
耐
え
な
が
ら
熱
心
に

取
り
組
み
、
万
一
に
備
え
て
心
を

引
き
締
め
ま
し
た
。

TOPICS
まちの話題
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参加者たちは、雪踏む音を連ねながら約２㌔を歩いた。

雪
上
に
キ
ツ
ネ
の
足
跡

八
幡
高
原
で
自
然
観
察
会

　

芸
北
の
八
幡
高
原
で
、
雪
の
上

に
残
さ
れ
た
動
物
の
足
跡
を
追
跡

し
ま
し
た
。

　

西
中
国
山
地
自
然
史
研
究
会

主
催
の
自
然
観
察
会
「
ア
ニ
マ
ル

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
た
の

は
、
雪
深
い
１
月
16
日
。
か
ん
じ

き
を
履
い
た
参
加
者
15
人
は
、
積

雪
１
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
る
、
八
幡

高
原
一
帯
を
歩
き
ま
し
た
。
講
師

は
、
広
島
市
安
佐
動
物
公
園
の
畑

瀬
淳
さ
ん
。
雪
上
の
キ
ツ
ネ
の
足

跡
や
、
樹
木
に
残
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
の
つ
め
跡
な
ど
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
参
加
者
た
ち
は
じ
っ
く

り
と
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

冬
な
ら
で
は
の
交
流
会

海
と
山
の
ふ
れ
あ
い
交
流

　

大
朝
と
大
崎
上
島
町
は
姉
妹
縁

組
を
結
ん
で
お
り
、
交
流
が
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
１
月
28
・
29
日

大
朝
小
学
校
な
ど
３
校
の
小
学
５

年
生
33
名
と
大
崎
上
島
町
東
野
小

５
年
生
13
人
が
冬
の
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で

汗
を
流
し
、
続
い
て
各
学
校
の
紹

介
な
ど
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
発
表

し
ま
し
た
。
夜
は
神
楽
「
八
岐
の

大
蛇
」
を
見
て
楽
し
み
ま
し
た
。

記
念
撮
影
の
時
、
持
た
せ
て
も

ら
っ
た
神
楽
衣
装
の
重
さ
に
び
っ

く
り
し
て
い
る
子
ど
も
も
。

　

２
日
目
は
、
ス
キ
ー
パ
ー
ク
寒

曳
で
ス
キ
ー
を
し
ま
し
た
。
初
め

て
ス
キ
ー
を
す
る
子
ど
も
達
も
、

帰
る
頃
に
は
上
手
に
滑
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
交
流
し
た
子
ど
も
達
は
、

夏
に
大
崎
上
島
町
で
再
会
し
、
海

で
の
交
流
を
行
う
予
定
で
す
。
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入
札
参
加
資
格
申
請

総　

務　

課

　

北
広
島
町
で
は
、
平
成
17
・
18
年
度
の

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
該
当
す

る
業
務
は
、
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
な
ど
で
す
。

参 

加
資
格　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
者
。

　

① 

禁
治
産
者
、
準
禁
治
産
者
、
破
産
者

な
ど
で
、
復
権
を
得
な
い
者

　

② 

営
業
に
必
要
な
許
可
、
認
可
な
ど
を

得
て
い
な
い
者

　

③
各
種
税
の
滞
納
が
あ
る
者

申 
請
方
法　

県
知
事
へ
提
出
す
る
申
請
書

と
同
様
式
（
物
品
な
ど
は
北
広
島
町
様

式
）
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
３
月
30

日
ま
で
に
北
広
島
町
総
務
課
へ
提
出
。

添
付
書
類
（
建
設
工
事
）

　

①
建
設
業
許
可
証
の
写
し

　

②
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

　

③ 

直
前
１
年
間
の
各
種
税
に
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
写
し
可
）

　

④
営
業
所
一
覧
表

　

⑤
工
事
経
歴
書

　

⑥ 

代
表
取
締
役
か
ら
支
店
長
な
ど
に
対

す
る
委
任
状

　

⑦ 

建
設
工
事
施
行
実
績
証
明
書
（
平
成

15
年
４
月
以
降
に
完
成
し
た
、
国
や

地
方
公
共
団
体
と
の
契
約
に
よ
る
、

金
額
の
で
き
る
だ
け
大
き
な
工
事
２

件
分
。
写
し
可
）

　

⑧ 

経
営
事
項
審
査
申
請
書
の
別
紙
２
、

技
術
職
員
名
簿
の
写
し

　

⑨ 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証

明
書
（
写
し
可
）

　

⑩
商
業
登
記
簿
謄
本
（
写
し
可
）

　

⑪
印
鑑
登
録
証
明
書
（
原
本
）

添
付
書
類
（
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
）

　

① 

測
量
業
者
登
録
証
明
書
ま
た
は
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
現
況
報
告
書
（
写

し
可
）

　

② 

直
前
１
年
間
の
各
種
税
に
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
写
し
可
）

　

③
営
業
所
一
覧
表

　

④
測
量
等
実
績
調
書

　

⑤ 

代
表
取
締
役
か
ら
支
店
長
な
ど
に
対

す
る
委
任
状

　

⑥ 

施
行
実
績
証
明
書
（
平
成
15
年
４
月

以
降
に
完
成
し
た
、
国
や
地
方
公
共
団

体
と
の
契
約
に
よ
る
、
金
額
の
で
き
る

だ
け
大
き
な
業
務
２
件
分
。
写
し
可
）

　

⑦ 

直
前
１
年
間
の
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
（
法
人
は
、
利
益
処
分
計
算

書
ま
た
は
損
失
処
理
計
算
書
も
添

付
。
写
し
可
）

　

⑧ 

商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
み
、
写

し
可
）

　

⑨
印
鑑
登
録
証
明
書
（
原
本
）

添
付
書
類
（
物
品
）

　

① 
営
業
許
可
を
要
す
る
場
合
、
そ
の
許

可
書
（
写
し
可
）

　

② 

直
前
１
年
間
の
各
種
税
に
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
す
る
書
面
（
写
し
可
）

　

③ 

代
表
取
締
役
か
ら
支
店
長
な
ど
に
対

す
る
委
任
状

　

④
決
算
書
（
写
し
可
）

　

⑤ 

法
人
は
登
記
簿
謄
本
、
個
人
は
身
分

証
明
書
（
写
し
可
）

　

⑥
印
鑑
登
録
証
明
書
（
原
本
）

問
い
合
わ
せ　

役
場
総
務
課

　
　
　

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１

マ
ス
コ
ッ
ト
「
千
代
丸
」

道
の
駅
・
舞
ロ
ー
ド

　

道
の
駅
・
舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が
、

「
千ち

代よ

丸ま
る

」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

愛
称
は
12
月
か
ら
募
集
、
県
内
外
か
ら

１
６
１
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
候
補

に
は
、「
ど
ん
ち
っ
ち
」「
鬼
千
代
」「
舞

童
子
」「
舞
っ
太
君
」「
お
に
丸
」
な
ど
も

上
が
り
ま
し
た
が
、
５
人
が
命
名
し
た
千

代
丸
に
決
定
。
抽
選
で
、
南
方
の
加
藤
昌

美
さ
ん
が
名
づ
け
親
と
な
り
ま
し
た
。

情
報
情
報

くらしのくらしの

舞ロード・マスコットキャラクター「千代丸」

　

北
広
島
町
の
誕
生
に
よ
り
、
警
察
署
の

管
轄
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
千
代
田
地
区
、
大
朝
地
区
、

豊
平
地
区
は
、
可
部
警
察
署
の
管
轄
で
し

た
が
、
２
月
１
日
か
ら
、
芸
北
地
区
と
同

じ
加
計
警
察
署
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
警
察
業
務
内
容
に
は
変
更
は
な

く
、
千
代
田
交
番
で
受
け
付
け
て
い
た
次

の
業
務
も
、今
ま
で
ど
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

・
運
転
免
許
の
更
新
、
記
載
事
項
変
更

　

・
道
路
使
用
許
可
申
請

　

・
車
庫
証
明
の
申
請

　

・
拾
得
届
、
遺
失
届　

な
ど

問
い
合
わ
せ　

加
計
警
察
署
千
代
田
交
番

　
　
　

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
８

警
察
署
管
轄
変
更

加
計
警
察
署
千
代
田
交
番

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

建　

設　

課

　

北
広
島
町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者

募
集
要
項
を
定
め
、
本
庁
と
各
支
所
で
入

居
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
募
集
期

間
は
別
途
、
広
報
紙
や
掲
示
板
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
空
き
室
状
況
な
ど
に
つ

い
て
は
、
電
話
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設
課

　
　
　

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１
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豊
平
病
院
で
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
、
次
の
と
お
り
医
療
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

 

正
看
護
師
若
干
名
（
40
歳
位
ま

で
）、
准
看
護
師
若
干
名
（
35

歳
位
ま
で
）、
薬
剤
師
１
名
。

待　

遇　

 

北
広
島
町
の
規
定
に
よ
る
。
職

員
宿
舎
完
備
。

応
募
先　

豊
平
病
院

　
　
　
　

（
北
広
島
町
阿
坂
４
７
０
５
）

℡
０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
１
５
５

医
療
ス
タ
ッ
フ
募
集

豊
平
病
院

　

大
切
な
財
産
を
預
け
て
い
る
銀
行
な
ど

が
、
経
営
破
た
ん
し
て
し
ま
っ
た
ら
…
。

そ
ん
な
と
き
の
た
め
に
あ
る
の
が
、「
預

金
保
険
制
度
」
で
す
。
こ
の
た
び
、
預
金

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
相
談

住
宅
金
融
公
庫

預
金
保
険
制
度

金
融
庁
・
預
金
保
険
機
構

　

不
景
気
で
収
入
が
減
り
、
ロ
ー
ン
の
返

済
額
を
抑
え
た
い
、
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
負

担
を
軽
く
し
た
い
な
ど
、
公
庫
住
宅
ロ
ー

ン
に
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
の
、
返
済
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
先　

住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店

℡
０
８
２
‐
２
２
１
‐
８
７
０
９

 　

ま
た
は
、
返
済
中
の
金
融
機
関
へ

保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
４
月
以
降
の
預

金
の
保
護
が
、次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

改
正
前　

 

当
座
預
金
、
普
通
預
金
な
ど
は

全
額
保
護
。定
期
預
金
な
ど
は
、

合
算
元
本
１
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
の
最
低
保
障
。

改
正
後　

 

当
座
預
金
、
利
息
の
つ
か
な
い
普

通
預
金
な
ど
は
全
額
保
護
。
定

期
預
金
、
利
息
の
つ
く
普
通
預

金
な
ど
は
、
合
算
元
本
１
千
万

円
ま
で
と
そ
の
利
息
の
最
低
保

障
。

  

な
お
、
預
金
保
険
制
度
の
対
象
と
な
る

金
融
機
関
は
、
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用

組
合
、
労
働
金
庫
、
信
金
中
央
金
庫
、
全

国
信
用
協
同
組
合
連
合
会
、
労
働
金
庫
連

合
会
で
す
。
農
協
な
ど
は
別
途
、
農
水
産

業
協
同
組
合
貯
金
保
険
制
度
に
加
入
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

預
金
保
険
機
構

　
　
　

℡
０
３
‐
３
２
１
２
‐
６
０
２
９

月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

道
の
駅
・
舞
ロ
ー
ド

　

道
の
駅
・
舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田
で
、

第
３
回
月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
、３
月
20
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
申
込
書
は
、舞
ロ
ー
ド
に
あ
り
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

舞
ロ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
千
代
田

　
　
　

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
７
１

　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
広
島

県
中
央
児
童
相
談
所
職
員
に
よ
る
巡
回
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
の

発
育
に
つ
い
て
の
相
談
、
療
育
手
帳
の
更

新
に
関
す
る
判
定
な
ど
に
応
じ
ま
す
。
相

談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

４
月
８
日
（
金
）　

６
月
３
日
（
金
）

　

８
月
５
日
（
金
）　

10
月
７
日
（
金
）

　

12
月
２
日
（
金
）

　

平
成
18
年
２
月
３
日
（
金
）

な
お
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

役
場
福
祉
課

℡
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
１

　

広
島
県
中
央
児
童
相
談
所

℡
０
８
２
‐
２
５
４
‐
０
３
８
１

児
童
相
談
所
定
期
相
談
会

福　

祉　

課

　

つ
い
に
北
広
島
町
が
誕
生
し

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
「
広
報
き

た
ひ
ろ
し
ま
」
も
こ
の
３
月
号

が
創
刊
号
と
な
り
ま
す
。
創
刊

号
は
、
前
豊
平
町
広
報
担
当
と

現
北
広
島
町
広
報
担
当
が
リ

レ
ー
方
式
で
創
り
上
げ
た
一
品

で
す
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の「
広

報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
き
く
な
っ
た
我
が
町
。
地

理
・
地
名
を
覚
え
る
の
に
一
生

懸
命
で
す
。

編
集

後
記

納期限　２月28日（月）

　●町県民税 第４期

（大朝地区）

　●固定資産税 第４期

（芸北地区）

　●国民健康保険税 第８期

（大朝地区、豊平地区）

　●国民健康保険税 第10期

（芸北地区）

納期限　３月31日（木）

　●国民健康保険税 第９期

（豊平地区）

●税金●メモ

人　口　21,596人

　男　　10,347人

　女　　11,249人

世帯数　8,191世帯

（１月末日現在）

人
口
と

世
帯
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広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
３
月
号

№
 0
0
1
　
平
成
1
7
年
２
月
1
8
日
発
行

発
行
／
北
広
島
町
　
　
編
集
／
総
務
課

〒
7
3
1
-1
5
9
5
　
広
島
県
山
県
郡
北
広
島
町
有
田
1
2
3
4

T
el 0
8
2
6
-7
2
-2
1
1
1
　
　
 F
ax
 0
8
2
6
-7
2
-5
2
4
2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow
n.kitahiroshim

a.lg.jp/
「
広
報
き
た
ひ
ろ
し
ま
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
古
紙
100％

の
再
生
紙
と
、
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

高
原
の
自
然
館
が
あ
る
八
幡
地
区
は
標

高
８
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
原
地
帯
で

す
。
ま
だ
雪
の
残
る
３
月
頃
、
道
路
沿
い

に
は
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
の
花
が
黄
色
く
目

立
ち
ま
す
。
岡
山
県
阿
哲
地
域
を
産
地
と

す
る
マ
ン
サ
ク
の
意
味
で
、
こ
の
名
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
マ
ン
サ
ク
と
は
黄
色
い
花

が
枝
い
っ
ぱ
い
に
咲
く
の
を
「
豊
年
満
作
」

に
か
け
た
と
す
る
説
と
、春
に
「
ま
ず
咲
く
」

が
な
ま
っ
た
と
す
る
説
と
が
あ
り
ま
す
が
、

マ
ン
サ
ク
と
い
う
呼
び
名
は
も
と
も
と
東

北
地
方
に
し
か
な
い
そ
う
な
の
で
、
前
者

の
由
来
は
後
か
ら
考
え
ら
れ
た
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
合
掌
造
り
で
有
名
な
白
川

郷
で
は
「
ネ
ソ
」
と
呼
び
、こ
の
生
木
を
使
っ

て
屋
根
の
垂
木
を
固
定
し
ま
す
。

　

マ
ン
サ
ク
の
花
は
よ
く
見
る
と
４
枚
の

細
長
い
花
弁
を
持
っ
て
い
ま
す
。
降
る
雪

が
し
だ
い
に
春
の
重
い
雪
に
変
わ
っ
て
く

る
頃
、
巻
物
を
開
く
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

花
弁
が
数
日
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
展
開
し

ま
す
。
そ
の
様
子
は
、
精
一
杯
雪
に
抗
い
、

春
を
呼
び
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

４
つ
の
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
我
が

町
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
特
性
を
拡
げ

伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
ひ
と
つ
の

大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

『
高
原
か
ら
の
花
便
り
』
で
は
、
こ
れ
か

ら
毎
月
、
四
季
折
々
に
咲
く
花
の
話
題
を

お
届
け
し
ま
す
。

　

（
芸
北　

高
原
の
自
然
館
・
白
川
勝
信
）

雪国に春を呼ぶアテツマンサク

高原からの花便り　№1


